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「AnserParaSOL®」は、業界最高
峰のメニューとユーザーインター
フェイスを提供し、個人向けとして
は国内シェア 5割を超えるサービ
スである。
利用金融機関と共同で機能の改善
や追加についての検討を行う体制を
構築し、能動的かつ継続的な機能追
加を行ってきており、金融機関にお
いては、共同利用型のスケールメリッ
トを最大限に得ながら、最新の機能
を利用できるものとなっている。
法改正や新たな制度への対応や、

OS・ブラウザのバージョンアップ時
の動作確認、さらにはシステム増強
やセンタ設備更新などへは無償対応
している。
他社サービスからの切り替えにつ
いても標準化された移行手順を確立
しており、多くの移行を成功させて
きている。

近年は、店舗における対人サービ
スの代替や、インターネットバンキ
ングでの処理完結など、金融機関の
コスト削減に資する機能の追加を
行っている。

そのひとつがオンライン本人確認
（eKYC）サービスだ。口座開設の際
の本人確認を、本人確認書類の画像
と写真で行うことで、ペーパーレス
を実現し、口座開設に係る時間の大
幅な短縮を実現している。

さらに、マイナンバーカード
の普及と各方面での活用拡大を
受け、マイナンバーカードを利
用した本人確認機能の提供も予
定している。マイナンバーカー
ドに埋め込まれた ICチップ情
報の確認により、瞬時に本人確
認が完了する。ユーザーの負担
も減り、金融機関においてもセ
キュリティ高く本人確認を行う
ことが可能となる。
また、金融機関のインターネッ

トバンキングサービスを充実さ

NTT データでは、金融機関における個人向けチャネルサービスとして、インターネットバンキング「AnserParaSOL®」
とバンキングアプリ「My Pallete®」を提供している。共同利用型による利便性・経済性と、長年にわたって培ってきた
安定性と信頼性をベースに、共に国内最大規模のサービスとなっている。

6 ②個人向けアプリバンキング

国内最大規模のアプリバンキングを進化させ
金融機関のイノベーション加速を支援する

国内実績No.1 のインター
ネットバンキングサービス
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図１　インターネットバンキング「AnserParaSOL」とアプリバンキング「My Pallete」

金融機関のコスト削減と
顧客接点拡大に資する機能
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せ、顧客との取引機会の拡大につな
げる機能の拡大も図っており、直近
では OIDC（Open ID Connect）機
能の提供を予定している。フィンテッ
ク企業などが提供するサービスの認
証を、AnserParaSOL認証の IDと
パスワードに集約し、多様なサービス
との連携を実現する。提供サービス
の価値が高まり、顧客にとっての利
便性の向上にもつながるものとなる。

スマートフォンの普及に伴って、ア
プリで完結するサービスへのニーズ
が高まっていることに対応するのが、
アプリバンキング「My Pallete®」だ。

AnserParaSOLの仕組みをベース
としてすべてのバンキングサービス
の利用を可能とした上で、さらにア
プリでの利便性が高い、目的別貯金、
Bank Pay、同一銀行内での個人間
送金などを提供する。

AnserParaSOLと同様に、法制度
への対応を含めた機能追加を我々自
身で能動的に行っており、金融機関
はMy Palleteを利用することで企
画検討や運用事務に係る負担が軽減

そこから振込・振替などブラウザペー
スのインターネットバンキングで行
える機能全体に対応し、現在ではセ
キュリティと利便性を両立したフル
バンキングアプリとなっている。
さらに、アプリによって拡大した
顧客デジタル接点の活用を図り、金
融機関のイノベーション加速につな
げるべく、今年度下期にローンチを
予定しているのが、My Pallete3.0だ。

My Pallete3.0では、アプリ画面
の自由度の強化や画面デザイン支援
などによる「顧客体験の追求」、
OIDCなどによって外部サービスと
の連携を加速する「サービスの組み
合わせ」、My Palleteから得られる
データをマーケティングに活用する
「サービスのマーケティング」を 3
つの柱としている。
そして、内外サービスの組み合わ
せ加速によるベストプラクティスや、
マーケティングによる新規商品のマネ
タイズなどの事例を積み重ねていくこ
とで、銀行取引アプリを超越したトッ
プライン向上や非金融領域を含めた
サービス提供を実現し、金融機関を
コアとした地域エコシステムの形成に
つなげていきたいと考えている。

できる。また、スマホのアプリ上で、
あらゆるバンキングサービスを簡単
に利用できるため、顧客との取引機
会の拡大や顧客維持、様々なコンテ
ンツへの誘導促進が可能となる。
さらに、アプリでつながった顧客
ひとりひとりのニーズに応じたコ
ミュニケーション（OnetoOneメッ
セージ送信）の実現にもつなげるこ
とができる。
全国30金融機関で導入され、ユー
ザー数も 1000万人超という、バン
キングアプリとしては国内最大規模
のものとなっている。アプリの利用
率（アプリMAU率）は、70‒85％
であり、他の銀行系やペイメント系
アプリと比較してもかなり高い。高
いアプリMAU率をベースとして、
様々な商品やサービスの紹介・広告
などをアプリ上に展開していくこと
で、顧客との関係強化に寄与するも
のともなる。

My Palleteは、サービス開始当初
は残高照会・明細照会などを参照で
きるだけの簡易なアプリであったが、

  

  
 

 
 
 

顧客体験の追求による
デジタル・環境変化への迅速対応

内外サービスの組合せの加速に
よるベストプラクティスへの到達

適切な認知・マーケティングに
よる既存・新規商品のマネタイズ

地域PF等を見据えた
新規ビジネスの確立・拡大

事業環境変化に対応した
既存ビジネスの収益維持・拡大

イノベーション
加速のための
強化ポイント

・ ユーザID・認証等の一元化
・ WebやAPI接続・ミニアプリ等の
  連携しやすさ向上
・ 複数サービス・業者との共同開発・シェア
　　　　　　　　　　　　　　　　…etc

狙い・目的

・ アプリ画面の自由度強化
・ 画面以外の非機能の抜本強化（起動速度など）
・ 画面デザインを支えるビジョン構築・デザイン支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…etc

・ 更なるインサイト提供・ニーズ掘り起こし
・ IBデータ統合・還元やレコメンド支持の受付機能
・ ニーズに対するデジタルマーケティングの共同化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…etc
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図２　My Pallete3.0 の目指す姿

デジタル顧客の拡大と
関係強化に寄与するアプリ

拡大したデジタル顧客の
活用に向けて


